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　ハ トが，よ り大きい，よ り小さい とい っ た 大小の 大き さの相対的

弁別を成立 させる こ とは さま ざまな研究 によ り明 らか にされて い

る （e．g．　Lazareva　et　al．，2008）c これ らの 弁別が実際に 東1嫐間の 関

係を手がか りと して い るの で あれ ば，大小 とい っ た 2 つ の 関係だけ

でな く，中間サイズ も含めた 3段階の 大きさの相対的 弁別の獲得が

可能で あると考え られ る。そこ で本研 究では，条1牛性 弁別課題の
』

種で ある 見本合わせ 課題を用い て ，大，中，小 3 種の 大 きさの 相対

的弁別 を ハ トが 獲得で きるか ，また，それ らの相対的弁別 を任意の

刺激と対応づ け る こ とが 可能 か ど うか を検討 した。

　　　　　　　　　　　　　方法

　被験体　大 きさの 移調の 実験1撹歴 を もつ 4羽の ハ ト （401，402，

404，405）を使用 した。

　装置
・刺激 　タ ッ チモ ニ タ

ー
を取 り付けた オペ ラ ン ト箱を用 い た。

見本刺激 は
“
大
”
，
“
中
”
，
“
小
”

の 3種 の 漢字で，比 較刺激は大き さ

の 異なる 3つ 図形で あっ た．比 較刺激の 図形は，訓 練お よび テ ス ト

1 ・2では五角形，テ ス ト3で は新奇図形を使用 した （図 1）．
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　匐1鰊　遅 延見 本合 わせ 諜題 を使用 した。各試行 は見本輔 敷の 提 示

によ り開始 した。ハ トが 見本 中1臘 に 10回 反応す る と見 本 刺激が 消

失 し，大きさの 異なる3 つ の 五角形が提示 され た。正反応 は見本中
．
1亅

激の 漢字 と対応 した 大きさの 刺激を選択する こ と （e．g．見木刺激

が
“
犬
’

の 場 含は最も大きい 牽1瞰 の 選択）とし，iF）　 ，t．時に は麻の

実を 3秒間提示 した，誤反応時に ぽ 4 秒間の タイムア ウ トの 後，
修正 試行 を行 っ た。1回 目の 修正 試行では 未選 択の 比較刺激を 2 つ ，
2 回 目の 修正試 行で は正刺激だけ を提示 した．修正 試行時 のタイ ム

ア ウ トiよ 1回 目は 7 秒，2回 冖は 10 秒 とした。試行間間隔は 4

秒問で あ っ た。

　最初に大 S＋試行，中 S＋試 行，小 S＋試 行を各30 回 ラン ダム に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 1

提示 する訓練 を実施 し起　しか し，すべ て の ハ トにおい て 12セ ッ

シ ョ ン以上 訓練を して も正答率の 上昇が見 られなか っ たの で，1セ

ッ シ ョ ン 内に 1種類の 見本刺激 し力提 示 しない 追加訓練を行 っ た。

追加訓練実施後は各個体に 合わせ，異なる訓練を実施 した。

　402 ： 3種の 試行タ イプ をラ ン ダム で 提示する 訓練 を再度実施 し，

正答率 80％以 上 が 3セ ッ シ ョ ン連続するまで 訂1練 を行 っ た。

　401 ・404 ・405 ：大 S＋試 行 と小 S＋試行 の 2種 の試行 タイプを 1

セ ッ シ u ン 内 に それ ぞれ ラン ダ ム で 48 回提示す る訓練 を行 っ た

〔405 の み，こ の 訓練前に 402 と同様，3 種の 試行タイプを提示

する訓練 を再度実施）．rjlWtの 終了基準は止 答率70％以 トが 8セ ッ

シ ョ ン連 続 す る ことで あ っ たu な お，404は 現在 も訓 練中で ある e

　テス ト1 ・2 ・3　 3 つ の テ ス トをプロ
ーブ形 式で，それぞれ 4

セ ッ シ ョ ン 実施 した。テ ス ト試行における見本刺激は 大，中，小 の

3 種 すべ て を使用 し，比 較刺激 として テ ス ト1 ・2 で は新奇な大き

さの 五角形を，テ ス ト3では新奇図形を訓練 の 比較索1瞰 とほぼ同じ

大きさで提示 した。テ ス ト試行では正誤 の フ ィ
ードバ

ッ クは行わな

か っ 鵡 各テス トの 実施方
．
法は 1セ ッ シ ョ ン の試行数 と訓練試行で

使用 した見本刺激の 数が 異なる （401 と405 は大と小の二 穐 402

は r 種すべ て ）以外は全 被験体共通の 手続 きで実施 した。1セ
ッ シ

ョ ン の 試行数は，402 は IO8 試行 （訓練試行 ：90，テ ス ト試行 ：

18），401 と 405は 114試行 （訓鰍 行 ：96，テ ス ト試行 ： 18）

と した。

　　　　　　　　　　　 結果と考票

　 表 1 に 各テ ス トに おける比較中1嫐 の 選択率を見本中
．
1嬲 II；こ示す。

テ ス ト1 で は，402にお い て 見本刺激が大 ・11rの 時は最 も大きい 刺

激 を，見本 朿1檄 が小 の 時は 巾間 サイ ズの 刺激を選択する，朿1嫐 選 択

の 2 分化がみ られ，401 と 405 におい て もそ の 傾向が若干 み られ

た、テ ス ト2 で は 402 の 車1瞰 選択の 2 分化は よ り明確に な り，401

と 405 で は見本中「嫐 が大 ・中の 場合に最も大きい刺激を選択する

傾向を強 く見せ払 テ ス ト3で は，402におい て 3種の 条件性弁別

がみ られ，401 と 405 では 見本刺激が大と小 の 場合は 正 しく弁別

を行い 、見木市1臘が 中の 場合は最も大きい 刺激を選択 した。こ れ ら

の 結果か ら見本合わせ 課題を用い た場 合，ハ トに とっ て 三種の 相対

的弁 別の 学習は相 当困難で ある と示唆 され る。
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